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　ムラサキツバメNarathura bazalus（Hewitson, 1862）
は，1980年代までは三重県が分布東限とされていたが，
1990年代以降，東日本へ分布拡大しているチョウであ
る（井上，2011など）．福井県では，2014年にあわら
市で確認され（石，2015），これが福井県初記録と考
えられている（梅村，2019）．その後，2018年に坂井
市でも確認され（梅村，2019），2022年には高浜町で
の確認記録も報告された（木村ほか，2022）が，福井
県内での記録数は依然として少ない．
　筆者らは，敦賀市でムラサキツバメを撮影したので，
福井県における分布資料の1つとして報告する．

記録
1♂，敦賀市池河内湿原，27. VI. 2022，川上紳一撮
影（図1，2）．

　記録地点の池河内湿原は，敦賀市東部の標高約
300mの山間部に位置する湿原である．記録個体は，
ヤナギ類の葉上に静止していた．翅の痛みがほとんど
無く，新鮮な個体であった．発見したのは記録個体1
頭のみであるが，本種に注目した捜索をしたわけでは
ないため，他個体がいた可能性もある．
　本稿は，福井県嶺南地方におけるムラサキツバメの
2例目の記録となる．福井県内では，すでに嶺北地方
から記録されている（石，2015；梅村，2019）ほか，
敦賀市に隣接する滋賀県長浜市でも2010年に確認され
ている（滋賀県チョウ類分布研究会，2011）ため，確
認されて然るべき位置からの記録といえる．今後も福
井県各地で発見されるものと思われる．
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Abstract
One male of Narathura bazalus (Hewitson, 1862) was 
photographed at Ikeno-kochi Shitsugen wetland, Tsuruga 
City, on June 27, 2022. This is the second record of this 
species in the Reinan Region, Fukui Prefecture． 
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図1．池河内湿原で撮影されたムラサキツバメ♂

図2．図1と同個体（尾状突起が確認できる）．


